

















































































































































第 6章では、第 1章から第 5章までを踏ま
えて、CSRを推進することで生まれるメリッ
トを検討した。第 1章から第 5章まで検討し
たことによって、CSRを推進することで、企
業やステークホルダーにとってメリットが生
まれることが分かった。CSRを推進すること
は、従業員が活性化され生産性の向上、企業
のブランドイメージの向上、優秀な社員の離
職を防ぐ、投資家にとっては株を買う際の選
択肢の一つになる、リスクマネジメントにな
る、地域活性化につながる、消費者は安全な
製品やサービスを受けることができるなどの、
たくさんのメリットがある。しかし、メリッ
トばかりではなく、CSR活動が浸透していな
い、社内での CSRに対する意識の統一がなさ
れていないなどの課題点も存在する。今後は、
社会に対してしっかりと責任を果たすと同時
に課題を改善することで、企業と社会にとっ
てプラスになると考えられる。
ヒアリングやフォーラムを通じて、CSR活
動とは企業だけが SR（社会的責任）を行う
のではなく、消費者もボランティア活動やエ
コ活動を行い、自分たちなりの SRを実施し
ていく必要がある。CSRがメジャーになりつ
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つある今、CSRを一過性のブームにしてはな
らない。
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